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1 ── 問題
①発達に軽微な偏りがある子どもへの支援の難しさについて
近年、発達障害に対する発達早期のスクリーニングや支援体制が整い始め、乳幼児健診
などで発達障害の可能性が指摘される子どもが増加している。しかし、子どもの発達の偏
りが軽微で明らかな障害が認められなかったり、親が子どもの発達障害の可能性を認識し
ていない場合などは、スクリーニングされても専門的な支援につながらないケースも多く
見られる。そのまま、小学校入学を意識する段階まで、特別な対応がなされないままにな
りやすい（高坂・常田　2013）。
このようなケースでは、親は子の発達障害の可能性の認識は乏しいものの、発達の偏り
についての指摘は実際に受けており、また、発達の偏りゆえの関わりの難しさや育てにく
さは感じている場合も多い。このような親の子育ての困難感に対して適切な支援がないと、
子どもの関わりの難しさから、親子が調和したコミュニケーションを経験することが乏し
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発達に軽微な偏りがある 3 歳児の親子に対するペアレントトレーニングの有効性
常田秀子 TSUNETA Hideko
1 ── 問題
2 ── 目的
3 ── 方法
4 ── 結果
5 ── 考察
【要旨】発達に軽微な偏りがある 3歳児の親に対して、集団式のペアレントトレーニング
を実施し、効果を確認するために、うち 2組の親子に対してペアレントトレーニング前後
の自由遊び場面での親の子どもへの関わりについて、親の発話時の注意の対象と、親の発
話機能の観点から比較を行った。一組の親子では、ペアレントトレーニング後は、前に比
べて子どもへの協同・共感の発話が増加し、親子が接近して遊ぶようになった。もう一組
の親子は、ペアレントトレーニング後は、前に比べて子どもの活動と無関係な発話が減少
し、子どもや共同対象に注目した発言が相対的に増加した。ペアレントトレーニングにお
いて、子どもに注目すること、日常的な関わりに反映させる習慣付けなどが行われ、それ
が遊び場面の親の関わり方に反映していることが示唆された。最後に 3歳代の子の親にペ
アレントトレーニングを行うことの意義を考察した。
くなり、その結果、愛着形成や情動のコントロール、生活習慣の確立など、生活の様々な
局面で親子の葛藤が大きくなりやすい。その結果、子どもは一次的な発達の偏りだけでな
く、親子の葛藤から派生した二次的な行動上の問題や自尊感情の低下などを引き起こしや
すい。
そのため、幼児期に専門的な療育を敬遠しやすい、軽微な偏りを持った子どもと親への
支援は、その後の二次的な発達の困難が生じるのを未然に防ぐ効果があり、重要と考えら
れる。このような親子に対して、どのような形式の支援が利用しやすいか、支援コストと
効果のバランスが適切か、という問題については、現在地域の実情に合わせた多用な実践
を通して検討されている（立元他　2011）。
筆者は、2011 年から、地域の保健センターなどと連携して、３歳児健診で親の子育て不
安が強かったり、子に発達障害の疑いがあるとしてスクリーニングされたものの、専門的
な療育にはつながらなかった親子にたいして、「発達に気がかりがある子の親のためのペア
レントトレーニング」という形で、隔週７回、２～３組の親子によるグループ方式の子育
てのセッションを行っている。大学内の相談室で、専門療育機関とは異なり「障害」を表
に出さない支援であること、期間を区切ってのグループでの支援を中心に行い、その後必
要があれば個別支援や専門機関への紹介を行う形を取ることで、親が支援を受ける際に感
じる抵抗感をある程度低減させているのではないかと考える。
②ペアレントトレーニングの有効性
専門家による療育ではなく、親が療育的な視点で子どもに関わることを促すような支援
は 1970 年代から行われているが、近年非常に注目されている。このような支援は、子ども
にとって専門機関においてのみ支援を受けるのではなく、日常生活全体で療育的支援が受
けられるというメリットがあると同時に、親にとっても、関わりが難しい子どもへの対応
の指針を得られるという意味で、エンパワメントの効果がある。
このような親に対する支援の代表的なものに、ペアレントトレーニングがある。ペアレ
ントトレーニングは、親は自分の子どもの最良の支援者になることができるという考えの
もとで、親が自分の子どもの療育の方法を学ぶプログラムである。行動理論に基礎を置き、
子どもが望ましくない行動を減らし、より多くの望ましい行動を行えるようにすることを
目的に、専門家が子どもに直接支援を行うのではなく、親に対して支援方法を伝え実践を
促す。
ペアレントトレーニングには現在多くのバリエーションがある。ターゲットとなる特定
の望ましくない行動を消去するために、親に対して行動分析的な手法を個別に指導する形
をとるものや、親同士でグループワークを行いながらよりよい子どもへの関わり方全般を
考えるような形をとるものなどである。どのような形式のペアレントトレーニングが望ま
しいかは、親の精神状態や、子の行動問題の重篤さなどによって規定される。
発達に軽微な偏りのある幼児に対するペアレントトレーニングは、複数の親同士で、子
1 5 8
発達に軽微な偏りがある3歳児の親子に対するペアレントトレーニングの有効性◎常田秀子
どもに対するより良い関わり方全般を考えるようなグループワークが、支援効果と支援コ
ストの関係で適切な場合が多い。このような幼児は、親にとって子育ての不安は呼び起こ
すものの、具体的な行動上の問題はそれほど拡大していない発達段階でもある。そのため、
特定の問題行動への対処の仕方を限定的に学習するよりも、子育て全般についての考え方
を深めることが、今後起こりうる行動問題を未然に防いだり、問題に適切に対処するため
に有効とだと考えられる。グループワークを通してトレーニングを行うことで、親の孤立
を防いだり、他の親の子育てについての考え方を聞くことなどを通して、自分自身の子育
てについての考え方を明確にすることも可能となる。
③ペアレントトレーニングの有効性の測定
ペアレントトレーニングの有効性は、これまで様々な方法で測定されてきた。代表的な
ものとしては、対応すべき子どもの行動が明確なペアレントトレーニングにおいて、ペア
レントトレーニング前後のターゲット行動の増減を比較する方法（上野・野呂　2010）があ
げられる。また、ターゲット行動がそれほど明確でない場合は、子の問題行動や適応行動
の状態を親に対する質問紙でとらえたり、親自身が感じる子育てのストレス全般を質問紙
でとらえ、その値をペアレントトレーニング参加前後で比較すること（免田　2007，2008）
などが行われる。質問紙を通して効果を測定することは、簡便ではあるものの、ペアレン
トトレーニングのどのような側面が変化に影響を及ぼしたのかということや、実際の親の
子育て行動や子どもの行動が変化したかについての確証は得られない。
客観的な指標を用いてペアレントトレーニングの効果を測定した研究において、親の行
動そのものの変化を捉えた研究はあまり行われていない。しかし、とりわけ、親の子ども
に対する関わり方に焦点を当て、子どもの具体的な問題行動を強く想定しないタイプのペ
アレントトレーニングにおいては、セッションに参加することを通して、親が子どもへの
関わりをどのように変えたかについてきちんと見ることが必要であろう。筆者が行ってい
るような、発達に軽微な偏りがある子どもと親のコミュニケーションにおいては、子ども
の独特のコミュニケーション特性のために、親子の関わりが不調和になりやすい。ペアレ
ントトレーニングを通して親の子への関わりが変化し、コミュニケーションが調和して展
開するようになれば、その蓄積が子どもの二次的な困難を軽減する効果は大きいことが予
想されるため、親の子どもへの関わり方その物の変化を通した効果測定は非常に重要であ
る。
2 ── 目的
本研究では、発達に軽微な偏りがある 3歳児の保護者に対してグループ形式のペアレン
トトレーニングを実施し、その前後で親子のコミュニケーションにどのような変化がある
かを親の実際の行動の分析を通して検討する。
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本研究で行うペアレントトレーニングは、上林ら（2009）のプログラムを土台とし、3歳
児という、子どもの育てにくさが蓄積しつつあるものの、子どもの行動上の問題が顕著に
なる以前の発達段階に対応し、子どもの行動に適切に注目出来るよう親を支援することに
主眼をおいた。プログラム内で示す例なども３歳児の発達や生活環境にふさわしい内容に
改変した。一連のコースは隔週 7回とし、各回に扱った内容をその後の日々の子育てで具
体的に親に活用してもらい、その成果を次の回に報告することを繰り返した。プログラム
の各回のテーマと内容は表１の通りである。
プログラムの効果測定については、全プログラム開始前と終了後の２回に渡り、親子が
自由に玩具で遊ぶ場面を撮影し、そこで、親がどの程度子どもに注目し、子どもに合わせ
たコミュニケーションを行うかを分析した。分析の対象となる場面は限られるが、親が子
どもに対する一つ一つの働きかけをどのように行っているかを分析することにより、日常
生活全体での親の子への働きかけの質を推定することが可能と想定した。
3 ── 方法
①研究協力者
近隣の自治体の保健センターや、子育て支援センターなどにペアレントトレーニングの
チラシを置かせてもらい、ペアレントトレーニングの参加希望者を募った。また、保健セ
ンターや子育て支援センターの支援担当者にペアレントトレーニングのねらいを理解して
もらい、適した親子の紹介を受けた。実際には、保健センターの３歳児健診などで、親か
ら子育ての相談を受けたが、子どもに専門的な療育を必要とするほどではないと判断され
た親子や、経過観察や専門的な療育の必要性が指摘されながらも何らかの事情で療育につ
ながらなかった親子などだった。
ビデオ分析の対象者となったのは、ペアレントトレーニングに参加した親子のうち、研
究への協力を承諾した親とその子ども２組で、いずれも事前の自由遊びの様子が非常に特
徴的だった。A児は男児でペアレントトレーニング開始時３歳５ヶ月、B児は女児で３歳
５ヶ月だった。
②ビデオ撮影
ペアレントトレーニングの初回開始前と、最終回終了後に、研究協力者の親子の自由遊
び場面を大学のプレイルームで撮影した。プレイルームには、ままごと、プラレール、積
み木、チェーンリングなどを配置し、親子が自由に遊べるようにした。それぞれの撮影時
間は 20分程度だったが、その中で場面への緊張も退屈も感じられない連続した５分間を分
析の対象とした。
分析は、①親子それぞれの発話数、②親の各発話時の注意の対象、③親の各発話の機能、
の三点から分析した。それぞれの分析カテゴリーの定義は、表２に示した。なお、②、③
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については、筆者およびもう一人の評定者がそれぞれ独立に評定し、評定の妥当性を確認
したところ、カッパー係数が②0.73、③は 0.74 となり、それぞれ十分な妥当性があると判
断した。両者が不一致の点は、筆者の評定を利用した。
4 ── 結果
①Ａ児
１）ペアレントトレーニングの経過
男児。ペアレントトレーニング開始時３歳５ヶ月。３歳児健診で言葉の発達がやや遅れ
ているとの指摘があり、保健センターで行われている経過観察のための遊びの会などに誘
われたが、母親の第２子出産の里帰りのために参加できず、その後も新生児がいるために、
本児のために外出することが困難だった。第２子も含めた外出が無理なくできるようにな
った時点で、以前保健センターで紹介されていたペアレントトレーニングの参加を思い立
ち、参加に至った。
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１秒以上の空白がない一つながりの発話を１発話とした。１秒以上の
空白がある時は、空白の前後で２発話と数えた。
子ども
親子の共同注視の対象物。両者のいずれが先導、追従した場合も含む。
「子ども」「共同対象」以外の事物。
子どもに対して要求や指示などを行い、親の意図に子どもを適合させ
ようとする。
子どもに共感的関わり、子どもの見立て遊びなどで協同的に遊ぶ。
その他の機能の発話すべて。
子ども
共同対象
その他
要求・指示
協同・共感
その他
親子それぞれの発話数
親の発話時の注意の対象
親の発話の機能
表2　分析カテゴリーの定義　
内容
子どもの行動を「好ましい」「好ましくない」「許し難い」の３
種類に分類し、自分の判断の傾向や、それぞれへの対応のしか
たについての意識化を促す。
子どもの「好ましい」行動にポジティブに応答することを促す。
子どもの好ましくない行動に対して「上手に無視する」ことを
促す。
子どもの好ましくない行動を無視しつつ、子どもの行動の切り
替えを促し、切り替わったことに注目する。
スモールステップでの指示の出し方や、ほめながら活動の目標
まで導く方法について教示する。
周囲に子育ての協力者を増やすためにできることを意見交換す
る。
ペアレントトレーニングを振り返って、達成したことや子育て
の意識の変化などについて話し合う。
テーマ
行動を３種類にわけよう
「ポジティブな注目」について考えよう
好ましくない行動を減らすために①
「上手な無視」の仕方
好ましくない行動を減らすために②
「無視」と「ほめる」の組合せ
やってほしいことを上手に伝える方法
─効果的な指示の出し方─
子どものこと、どう伝えればいい？
─集団で上手くやっていくために─
これまでのふりかえり
第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回
表1　ペアレントトレーニングの各回のテーマと内容
母親の主訴は、A児のことばの遅れとともに、多動さ、要求が通らなかった時に母親に
噛み付くことや、第２子と関わろうとして危ない状態になったのを止められた時に示す激
しい癇癪などだった。母親は本児との関わりが難しいと感じており、A児の危険な行動や
噛み付きに対する衝動的な怒りを抑えられずに苦しんでいた。
ペアレントトレーニングでは、A児の好ましい行動に注目することを促され、それは無
理なく実践できた。また、A児の好ましくない行動に対しては、A児が自分から好ましい
行動に切り替えやすくするような手がかりを提示しつつ、好ましい行動に切り替えたとこ
ろを注目するようにした。例えば、入浴後パジャマを着ないで遊び回る A児に対して、入
浴前に A児と一緒にパジャマを目に付くところに出しておくことで、自分でパジャマを着
ることが出来るようになった。こうすることで、A児が自分から好ましい行動をとれる機
会が増加し、母も A児の好ましい行動を注目できる機会が増加した。
ペアレントトレーニング終了の感想として、母親は「弟が生まれてから赤ちゃん返り対
策としてできるだけかわいがり、愛情不足にならないようにしてきたつもりですが、足り
なかったかなと思いました。昨晩は弟が早く寝たので、久しぶりにトミカのカタログを見
ながらいろいろな話をしました。なかなか二人きりの時間は取れませんが、こういう時間
が大切だと思いました。煮詰まっていた関係に、先生方からアドバイスをいただいたこと
で、密接から少し離れて子供との距離を保てるようになりました」と記している。子ども
との距離感を親自身が客観的にとらえ、調整しながら、子どもと穏やかにかかわれるよう
になった様子がうかがわれた。
２）ペアレントトレーニング前後のコミュニケーションの比較
ペアレントトレーニング前後の自由遊び場面での親子のコミュニケーションの変化につ
いて、表３、図１、図２に示す。
ペアレントトレーニング前後で、親子の発話数に大きな変化はみられなかった。
母親の発話は、ペアレントトレーニング開始前は、子どもの行動を制止するような禁止
や要求が発話が、全 49発話中 19 発話と約４割を占めていたが、ペアレントトレーニング
参加後は４％に減少し、協同・共感的発話が約８割に増加した。また、発話時の注意の対
象は、開始前は全発話の約２割が子どもに向いていたが、終了後は４％に減少し、約５割
の発話で視線が共同対象に向いていた。特に、トレーニング開始前は子どもを注視しなが
らの発話の機能は「指示・要求」が８発話に対して「協同・共感」が４発話だったが、終
了後はそれぞれ０発話、２発話だった。このことより、ペアレントトレーニング前は、子
どもに注目するのは、共感を伝えるためというよりも、親自身の活動の目標に子どもを合
わせさせる手段としての側面が強かったことが示唆された。なお、Ａ児の母親は、事前も
事後も、子どもでも共同対象でもないその他の事物に視線を向けることが４割程度あり、
実質的にＡ児と別個に活動している場面も少なからず見られた。
なお、関わり全体の雰囲気としては、ペアレントトレーニング参加前は子どもとの身体
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的距離を比較的大きくとり、膝を抱えて床に座ってＡ児の活動を傍観しながらの声かけが
多かったが、参加後は両者の距離が近づき、同じ玩具を用いて一緒に遊ぶ場面が増えた。
②Ｂ児　
１）ペアレントトレーニングの経過
女児。ペアレントトレーニング開始時、３歳５ヶ月。Ｂ児自身に顕著な発達の偏りはな
かったが、やりたいことややりたくないことがはっきりしており、ややかかわりにくい面
があった。母親は第２子出産以降、Ｂ児が言うことを聞かない場面などでの対応に困って
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図2　A児の母親の発話の機能
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図1　A児の母親の発話時の注意の対象
発話数 母の発話時の注意の対象 母の発話の機能
子 母 子 共同対象 その他 不明 要求・ 協同・ その他指示 共感
A児 事前 31 49 11 19 18 1 19 22 8
22.4% 38.8% 36.7% 2.0% 38.8% 44.9% 16.3%
事後 26 49 2 26 20 0 2 38 8
4.2% 54.2% 41.7% 0.0% 4.2% 79.2% 16.7%
B児 事前 34 94 18 33 42 1 7 75 12
19.1% 35.1% 44.7% 1.1% 7.4% 79.8% 12.8%
事後 21 58 20 30 8 0 0 52 6
34.5% 51.7% 13.8% 0.0% 0.0% 89.7% 10.3%
表3　対象児と親のコミュニケーションの変化
おり、子どもにきちんと言い聞かせたいという思いと、言うことを聞かないことでのいら
だちへの自己コントロールに苦しんだ。３歳児健診で保健師に相談した際、ペアレントト
レーニングを紹介され、参加に至った。
ペアレントトレーニングでは、「好ましい行動」への注目にＢ児がとてもよく反応したこ
とから、子どもの成長に伴い、子どもに対する肯定的な注目が減少してきていたことを認
識することができた。また、「好ましくない行動」への対処については、思い通りにならな
くてぐずった時に、次につながる行動に B児の注意を向けることで、B児の行動が切り替
わり易いことに気付いていった。例えば、電車から無理に降ろしたことでホームで泣いて
座りこんでしまった時に、ホームのエレベーターのドアの開けるボタンを押してもらうよ
う頼むなどである。また、気持ちの切り替えを促すタイミングについても、Ｂ児の様子を
よくみることで、Ｂ児自身が「好ましくない行動」をやめようかと思い始めるのがわかる
ようになり、そのタイミングでの声かけが有効だと気づいていった。
ペアレントトレーニング終了後の母親の感想としては、「子どもの甘えたいサインにきち
んと答えようと思うようになりました。今まではわけもわからずイライラしていた子育て
ですが、私からみた『わがまま』にも子どもなりの理由があることがわかり、余裕ができ
ました」と書いている。子どもの思いに寄り添い、子どもに合わせたかかわりや言い聞か
せができるようになったことで、子育ての手応えを取り戻し、開始前には自身が精神的に
追いつめられた気分だったのが、落ち着いて子育てができるようになったことがうかがえ
た。
２）ペアレントトレーニング前後のコミュニケーションの変化
ペアレントトレーニング開始前後のＢ児親子の自由遊び場面でのコミュニケーションの
変化を図３、図４に示す。
ペアレントトレーニング参加前の母親の発話数は非常に多く、５分間に 94発話話してい
た。それぞれの発話も比較的長く、ほとんど切れ目なく話しているという印象だった。ペ
アレントトレーニング参加後は約 2/3 の 54 発話に減少した。
母親の発話機能は、参加の前後ともに基本的にはほとんどが子どもの遊びに沿ったもの
で、協同・共感的だった。一方、発話時の注意の対象を見ると、開始前は、約 45％の発話
が子どもや共同対象以外を向いており、協同・共感的な内容の発話を子どもでも共同対象
でもない第 3の方向を見ながら話している、という状況が明らかになった。発話の内容を
みると、その時々に遊んでいるものから派生する自分の経験の話のようになってしまって
いた。例えば、ままごとのソーセージを扱いながら、数日前の父親の朝食のソーセージの
話をするなど、話題が飛躍してしまい、そのような語りに対してＢ児はほとんど応答して
いなかった。
ペアレントトレーニング終了後は、子どもや共同対象以外に注目した発話は 13.8%と激
減し、共同対象や子どもへの注目が増加した。
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なお、関わり全体の雰囲気としては、開始前は、母親はＢ児と関わろうとしつつも、Ｂ
児がついて行けないペースで自分のことを話し続けていたのが、終了後は、子どもの様子
をしっかり見つつ、必要な場面で比較的短い言葉をかけることが増えた。
5 ── 考察
①ペアレントトレーニングの親の子どもに対するコミュニケーションへの効果
2 組の親子は、それぞれ異なる特徴を持っていたが、ペアレントトレーニング前後で、
子への関わり方が大きく変化した。Ａ児の場合、母は子に対して距離をとり、それぞれが
別個の活動をする時間が多く、親が子にしっかり注目する時間は非常に短かった。ペアレ
ントトレーニング後は、別個の活動は依然として多いものの、子どもとの活動に注目した
り、協同・共感的な発話が増加した。Ｂ児の場合は、子どもや共同対象以外を見ながら、
目の前の活動からそれた発話をとどまることなく行っていたのが、そのような発話は激減
し、子どもと注意の対象を共有しながら、子どもの行動に対応する発話が増加した。
では、ペアレントトレーニングのどの側面が、このような母子の変化を促したのだろう
か。実際ペアレントトレーニングでは、「自由な遊び場面での子どもへの関わり方」のよう
な、今回のビデオ分析と直結するような指導は行わない。むしろ、子どもの行動をよく見
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図4　B児の母親の発話の機能
0
事後
事前
10
18 33 42
20 30 8 0
1
20 30 40 50 60 70 80 90 100回
子ども
共同対象
その他
不明
図3　B児の母親の発話時の注意の対象
て好ましい行動に注目することや、好ましくない行動からの切り替わりで声をかける、と
いう日常全般的な関わりをテーマとして扱う。そして、毎回のセッションで、そこで扱っ
た関わりのテーマに関連して、それぞれの親が試してみたい場面を具体的に想定し、次の
セッションまでに家庭で意識的に実践し、次回のセッションでその成果を報告し合う。こ
のプロセスの中にある、「子どもの行動にていねいに注目すること」「日常生活の中で実践
すること」の二点が、親が自由な遊び場面でも子どもの行動に注目して、共感的に関わる
ことを促したのではないかと考えられる。
このような、ペアレントトレーニングを契機とした、親が特段意識せずに行う子どもへ
の働きかけの広汎な変化は、親子の関係の質を変える効果が非常に大きいと考えられる。
子どもの特定の行動問題に対応するための関わり方だけを親が学習する場合、その内容が
親の行動全般に影響を及ぼしづらく、対象となる問題行動への対応は可能になっても、別
の問題行動への対処には、新たなトレーニングが必要かもしれない。一方、行動全般の変
化によって子どもとの関わりが変化する場合、子どもの問題行動そのものが低減する可能
性があると同時に、関わり方全般の変化が多様な問題行動への潜在的な対応可能性を高め
ると考えられる。
②３歳代の子育て支援の重要性
本研究から、３歳代の発達段階は、発達に偏りがある親子にとって、子育てにおけるリ
スクが高まる時期であることが推察された。
一般に、３歳代は、歩行開始期以降強まる子どもの自己主張への対応に混乱が生じた親
子にとって、その混乱が大きく蓄積してくる時期であると言えよう。同時に、親にとって
は乳児期をすぎて、「もう３歳だから」と注目が薄れる時期でもある。さらに、年少のきょ
うだいの誕生などにより、３歳児に手をかけられる余裕が失われたり、親のストレスが増
加しやすい時期である。そのような状況の中で、親の子への注目は減少し、子は親の注目
を得るべく、親が注目せざるを得ない「好ましくない」行動を行うという悪循環が生じや
すい。
発達に偏りがある子どもの場合は、それがさらなるリスク要因となりうる。例えば、自
己主張と言語発達がアンバランスな場合、子どもは自己主張を言語で行えず、泣いたり、
かみついたりといった行動を通して自己主張したり、親のことばでの説得が理解できなか
ったりする。本研究の２組の親子も、同様の状態だったと推測される。
このような、親子の情緒的な混乱のメカニズムを親が理解し、具体的な対応をしていく
こと、類似した経験を共有する親同士で話し合うことなどは、３歳児の混乱に対応するた
めの、大変有効な支援になると考えられた。
③今後の課題
今後の課題として、次の 2点を指摘したい。
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第一は、本研究の知見を一般化することである。本研究では、特に事前の自由遊びの様
子が特異的だと感じられた２事例を対象としたにすぎない。今後、より多くの事例で親子
の関わりの変化を具体的に把握することで、どのような親子にペアレントトレーニングが
有効かを明確にしていくことが必要となる。
第二は、ペアレントトレーニングを経て生じた親子の関わりの変化の持続性を確認する
ことである。支援の結果、親が深く意識しない養育行動に変化が及んだ場合、その変化が
持続するのか、新しい行動問題への対処のためにペアレントトレーニングで習得した内容
を自発的に応用するかなどを確認することは重要である。
以上の点を明らかにしつつ、ペアレントトレーニングの有効性と限界をより明確にして
いくことが必要であろう。
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